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スケールアップ（増隊要請） 

1 はじめに 

アパート火災が発生し消防へ出動要請がきた。出動したのは、タンク車 2 台、回転式はしご車 1 台、

水槽車 1 台、指揮車 1 台。タンク車と回転式はしご車は最寄りの消防署から出動し、2 台目のタンク

車と指揮車、水槽車は最寄りの消防署から離れた第二消防署から出動し、5 分後に現場に到着する予

定である。 

 

理論上では、最も現場に近い消防署の車両が一番初めに現場へ到着する。このときに全体を指揮す

るのは最寄りの消防署の先着隊の中隊長である。先着隊の中隊長は、自分の小隊とともに、5 分以内

に最初の行動を起こす。 

 

タンク車が通りに出た瞬間、追加の指令内容や出動途上で確認する火煙の様子から隊員たちは非常

に困難な火災に直面していることに気づく。まだ出動途上にある後着隊の第二消防署の消防車（2 台

目のタンク車、水槽車、指揮車）だけでは不十分であることは、先着隊の中隊長にはすぐに判断でき

る。 

 

後着隊の大隊長は先着隊の中隊長が指令室に連絡し、現場到着後に追加部隊（日本でいう特命出場

や第二出動）を要請することを期待するのか？それとも先着隊の中隊長が出動途上で追加の消防車の

要請をしている場合に後着隊になる大隊長は何を考えるべきだろうか？  

2 スケールアップ（増隊要請） 

消防組織の中には、スケールアップ（以下；増隊要請）が大隊長に権限が委ねられている場合が多

い。現場にいる中隊長は、せいぜい上記のような状況で SITREP（状況報告）をする程度である。そし

て、現場に向かっている大隊長は、この限られた情報をもとに、（その情報を正しく理解して）増隊

要請が必要かどうかを判断しなければならない。しかし、百聞は一見に如かず。現場で活動している

中隊長のイメージは、まだ出動途上にある大隊長の限られたイメージよりもはるかに情報が得られる

ため良い判断ができるし、判断できなければならない。もし判断ができなければその結果として大隊

長が事態の深刻さを理解するのは現場到着後ということになることも十分にあり得る。そのため、こ

のような大隊長に権限をゆだねる仕事のやり方は、増隊要請の遅れにつながることもある。 

2.1 迅速な増隊要請をしなければならない理由 

実際に考えてみれば分かる。消防の仕事とはなにか？消防は、どこかで何か問題が発生したときに

出動し、一刻も早く状況を安定化させて、解決するのが仕事だ。 

 

例えば、人が車内に閉じ込められた交通事故を考えてみよう。交通事故は、消防から見れば出動要

請後に変化が起きにくい静的な災害であることが多い。医学的な見地からは、患者の状態が変化する
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可能性があるが、ここでは考慮しない。最初の事故が次の事故（二次災害）につながる危険性はもち

ろんあるが、それは例外的なケースである。ほとんどの場合、消防隊が現場に着くまで事故の状況は

大きく変わらない。このため理論上は、必要なリソースを最初から決定することは可能である。多く

の場合、事故に対処するには、タンク車 1 台、視認性の高い車両 1 台、大隊長 1 人で十分である。複

数の車両（互いに一定の距離が離れている場合もある）が巻き込まれた場合は、そうはいかない。そ

の場合、できるだけ早く増隊要請を行い追加の消防隊を到着させる必要がある。しかし、事故対応に

必要な消防力の量は最初から決まっている。これは事故が「拡大しない」（追加の事故が発生しない）

ためだ。 

 

火災の場合、交通事故と比べると状況はやや異なる。火災は動的な災害だ。常に状況が大きく変化

する。十分な燃料と十分な空気があれば、火は大きくなる。つまり、問題は大きくなっていくという

ことだ。ここで重要なのは、空気と燃料があれば火は直線的に大きくなるわけではないということだ。

火は多くの場合、T（時間）の二乗曲線に従って成長する。これは、時間が 2倍になると火のエネルギ

ーが 4倍になることを意味する。現代の火災挙動では、寝室や居間は 2～4分でフラッシュオーバーが

発生する。ドアが開いていれば、煙と炎は燃えている部屋から隣接した部屋へ広がっていき、2 つ目

の部屋はかなり早く燃え始める。 

 

したがって、状況を安定化させるために必要な消防力は、指令時点から固定することはできない。

なぜなら時間の経過とともに現場の状況は刻々と変化するからだ。中隊長が、指令時点で投入された

消防力では十分でないと結論づけた場合、その時すでに、指令時点であらかじめ用意された消防力で

対応できる規模以上の火災が発生していることを意味する。火災は通常、拡大し続ける。多くの場合、

煙が発生し、多数の犠牲者が出る可能性がある。消防はどうしても火災の通報があった時点から活動

が開始される。先着隊の中隊長が現場に到着したときには、通報時点よりも時間が経過しているため、

火災がより大きくなっている場合が多い。先着隊の中隊長は後着隊である増援部隊が現場に到着した

ときに、火災がどれほどの規模になるかを予測できなければならない。それによって、増隊要請をす

る際にどれだけの追加の消防車を要請しなければならないかが決まるからだ。 

 

実際には、これは非常に難しい。結局のところ、非常に多くの要因が関係している。なぜなら火災

防禦のさなかでは、大隊長が把握できない多くの要因があり、見通しを立てるための情報がそろって

いないことが多いからだ。例えば消防車の到着は、消防署の空き状況、交通状況...など、大隊長が

ほとんど把握できない他の多くの要因によって決まる。 

 

必要な消防力よりも（少しは）多くの消防力を現場で利用できる状況にできるだけ早く持っていく

ためには、迅速に増隊要請をすることが重要である。したがって、各消防組織が中隊長に対し、増隊

要請が必要な状況と判断した場合には、後着隊の大隊長ではなく、「現場で活動している中隊長自身

が増隊要請をすることが期待されている」ことを明確にすることが極めて重要である。 

 

"恥ずかしがるより、一緒に恥ずかしがる方がいい" 
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2.2 トラップ 

あらかじめ設定された消防力が大きければ大きいほど、増隊要請が必要になる回数は少なくなる。

デフォルトで 2 台のタンク車が火災に出動すれば増隊要請が必要になるケースは少なくなる（注 1）。

2 台のタンク車は大きな消防力を提供する。大半の火災対応はこれで十分だ。しかし、災害が起こる

頻度が低ければ低いほど、いざというときにうまくいかない可能性が高くなる。手順がめったに使わ

れない対応の場合、その結果は最適ではないことが多い。 

 

トレーニングがその答えだ！ 

 

中隊長や大隊長は必要なときにスムーズに増隊要請ができるように訓練を実践しなければならない。

科学的研究（ゲーリー・クライン博士など）によると、消防士は消火活動中にさまざまな選択肢を比

較検討してから初めて決断するわけではない。私たちの脳はこのようには働かないのだ。クライン博

士は、RPDM（Recognition Primed Decision Making）という意思決定モデルを構築した。消防士は無

意識のうちに、自分が置かれている状況を過去の状況と比較している。このため視覚的な資料を使っ

て訓練することで、無意識のうちに、増隊要請をするかどうかに注意を向けるようになる。消防士は

この訓練を行うことで、意思決定がより効率的になる。規模が大きい火災に対処する場合、十分な消

防力がより早く現場に到着するようになる。その結果、火災が大きくなる前に消防が早く対処するこ

とができる。 

3 基本ルール 

ブリュッセル消防署の消防署長であったデュ・ブス・ド・ワルナフ大佐は、私に次のようなルール

を教えてくれた：常に 2 人の男が手持無沙汰をしている状態でなければならない。消防署は基本的に

2 人一組を 1 班として動く。6 人乗りのタンク車には、中隊長と運転手と消火隊が 2 班いることにな

る。消防署長が知る限り、ブリュッセルの消防署はどのビル火災にも 2 台のタンク車が出動している。

だから、現場には常に消火隊が 4 班いることになる。消防署長が言いたいのは次のようなことだ：消

火隊が 4班活動するときは、3台目の消防車を要請しなければならない。 

 

他の多くの地域と比べて、ブリュッセルにはかなり高い消防力がある。比較的狭いエリアに、24 時

間 365日体制で活動できるタンク車が 11台ある。必要であれば、さらに 2台のタンク車を迅速に配備

できる。ブリュッセル地方は管轄面積が小さいため、増援を非常に迅速に送ることができる。しかし、

管轄面積の広い地域ほど、そのスピードは遅くなる。13 台のタンク車にさえ配備できていない地域も

ある。それでも、消防署長の発言に従うことは重要だ。消防士が火災を鎮圧できていない状態で、全

員が任務に配備されたときは、さらに追加でタンク車を要請できる状態でなければならない。 

 

スパン・オブ・コントロールの概念（指揮範囲の概念）は、人間一人では限られた数の小隊しかコ

ントロールできないことを教えてくれる。だから、災害の規模が拡大すれば、やがて一人の大隊長が

すべてを管理しきれなくなる地点に到達する。これはまた、大きな失敗や重大な事故が発生するポイ

ントでもある。ブリュッセルの消防署では、これに対して次のようなルールを導入している：大隊長
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を追加で要請しなくても、3 台目のタンク車や 3 台目の回転式はしご車を要請する可能性はある。し

かし、2台の車両（3台目のタンク車＋3台目のはしご車、または 3台目のタンク車と 4台目のタンク

車）を追加で出動させた時点で、市全体を管轄する指揮官は現場に赴く義務がある。そうすれば、現

場に 2 人の大隊長がいることになる。これは通常、このような火災で指揮統制をうまく行うために本

当に必要なことである。 

 

火災がさらに広がり、火災の方面管理が必要となった場合、すべての方面に方面指揮官を配置する

ことが重要である。特に、片側に数台のタンク車や異なる車両の組み合わせがある場合はなおさらで

ある。実際にタンク車の隊員を指揮すべき中隊長に、方面指揮の責任を負わせるのは間違っている。

この場合はその中隊長の管理範囲を超えることになる。このような現場では、火災を実際に管理する

ために、すぐに 4、5人の大隊長が必要になる。 

 

首都圏の消防署と地方の消防署を比較すると、最初の比較とは異なるイメージが浮かび上がってく

る。ブリュッセルでは、3 人の幹部職員が勤務時間外に勤務している。週当番の大隊長は自宅から出

動できる。本当に大規模な事故が発生した場合は、即応態勢が必要になる。このため幸いなことに、

私たちは消防署長と消防副署長を頼りにすることができる。地方では、ボランティアの大隊長がキャ

リアの大隊長と一緒に働くことも多い。非常に大規模な火災が発生した場合、相当数の大隊長を供給

すると同時に、残りの地域をカバーする体制を整えることが容易になる。結局のところ、より多くの

大隊長が利用できるのだ。 

 

このように、消防組織にはそれぞれ強みと弱みがある。規模を拡大するにあたっては、消防力の限

界がどこにあるのかを知り、消防力が不足している場合の解決策を見つけることも重要である。ゾー

ン間の協力は、当然の答えである。 

4 あとがき 

De Brandweer M/V編集部から、2021年 7月のベルギー・アルデンヌの大洪水について論じるスペース

を確保するため、この記事の長さを制限するよう依頼された。  

 

私は、あの日々を消防士は全力を尽くして活動できたと確信している。大勢の人々を安全に避難さ

せるために、大きな危険をおかした。これらの活動で多くの装備が失われた。しかし消防のおかげで、

数十人が非常に困難で危険な状況から救われた。 

 

ここでも私たちは、何を学び、何をより良くできるかを自問しなければならない。ちなみに、スケ

ールアップ（増隊要請）のテーマへのリンクはこちら。上記の記事は、ある特定の場所でのある火災

に焦点を当てている。今回の洪水の間、状況は非常に深刻であることが次第に明らかになっていった。

その後、現場にいた多くの同僚からのフィードバックによると、現場には（圧倒的に）消防力が足り

なすぎた。しかし、全国で多くの消防力が利用可能であったにもかかわらず、利用されていなかった。 
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増隊要請は、必ずしも現場で行われる必要はない。近隣消防署への広域要請でも、より多くの装備

を要請することが決定されることもある。もちろん、それは自明のことではない。慌ただしい災害の

最中では情報の伝達は遅れ、現場の人々とのコミュニケーションは難しく、状況の深刻さを十分に共

有できない、といったことが起こりうる。 

 

しかし、消防力が不足していても、どこかに消防力があり、その消防力が必要な人々を助けるのに

間に合う可能性がある限り、派遣は拡大されるべきである。難しい問題は、これを実際にどのように

実現するかということだ。 

5 注釈 

注1 ベルギーでは消防車 1 台にタンク水が 2500ℓ積載されている。たいていの火災は 400ℓ程度で鎮

火することができる。このため 2 台の消防車があれば増隊要請がすくなくなるという表現にな

る。artikel_55の「ホース 1本に 5人で進入する」を参照 
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